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6月2日(土)都市緑化を考える会　

　”御岳渓谷ウオーク”

9:30	JR青梅線・軍畑駅集合

			3日(日)姿見の池ホタルの会	作業

　	　　	9:30	姿見の池

			9日(土)ふるさとの会	合同幹部会議

　	　　13:00	恋ヶ窪公民館

			9日(土)ふるさとの会	通常総会

　	　　15:00	恋ヶ窪公民館

　	9日(土)野川源流自然再生準備会総会

　　　	16:10	恋ヶ窪公民館

		12日(火)多摩の自然を楽しく学ぶ会

　	　　	9:30	JR武蔵五日市	

		13日(水)	森の教室運営委員会

　	　　	9:30	恋ヶ窪公民館

　16日(土)日吉町町内会定例会

							13:30	第五小学校ランチルーム

		17日(日)森の自然塾

								8:30	西恋ヶ窪緑地(Ｘ山)中央

　17日(日)環境ひろば

							10:00	国分寺市役所会議室

　19日(火)美しい用水の会	設立総会

							15:00	

　20日(水)日吉町町内会

防犯パトロール意見交換会

							13:00	第五小学校ランチルーム

		24日(日)防災推進の街づくり仲間の会

　	　　14:00	第九小学校図書室

		24日(日)姿見の池ホタルの会	作業

　	　　	9:30	姿見の池

							14:00	会議　都営住宅集会所

		27日(水)第九小学校総合学習

　						9::35	第九小学校・エックス山

		29日(金)会報配布準備

							13:30恋ヶ窪公民館（印刷は13:00～）

　　　　　　	(注)終了次第広報委員会
		29日(金)多摩に歩く会会議

							15:00	恋ヶ窪公民館

国分寺市にふるさとをつくる会 														　　	理事長	白木	昭憲

	１９５号　　　平成30年６月1日発行

	姿見の池

６月行事予定

「多摩の自然を楽しく学ぶ会」	
														リーダー	冨村　隆子	
　平成28年5月の発足から3年目を迎えた
「多摩の自然を楽しく学ぶ会」です	
　今年も30余名の会員を迎えて、第一回目　
5月8日（火）八王子市の「長池公園・小山
内裏公園」を実施致しました。	
　長池公園の周辺は多摩ニュータウンとし
て開発が進み、今では近代的な住宅地へと
姿を変えていますが、かつては多摩丘陵の
真中に位置する山間の農村でした。そのこ
ろの里山の自然を大切に残して整備されて
います。	
当時は農業用の溜め池であったという雑木
林の間の静かな池の風情は、水面に映る新
緑の樹影も美しく、のどかな山中の農村で
あった頃の風景を彷彿とさせられます。	
遊歩道を巡り、講師の源原重行先生の興味
深い解説を聞きながら、足元に茂る様々な
草花や樹木の観察の楽しさを堪能しました。	
　この会は多摩地域の自然・歴史・地形な
どを楽しく学び、種の保全：自然生態系の
問題等を考え、次世代に豊かな自然の恵み
を傳えて行きたいと考えています。	
今年度は、5月～11月（8月休み）全6回を予
定しております。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

ふるさとのむかしばなし	
						「国分寺の石器時代」	
今から70年ほど前まで，「8000年ほど
前，縄文人は丸太船に乗って無人の日
本列島にやってきた」という，日本列
島に旧石器時代はなかったというのが
定説だった日本考古学。それを覆した
のが昭和24年に群馬で発見された岩宿
遺跡だったそうです。	
ところでその１年前，考古学に明るい
市内の寺院の住職が，西恋ヶ窪の崖を
通りかかったところ，本来あるはずの
ない地層から矢じりのようなものを発
見し，大学の先生に調べてもらうため
送りました。しかし，当時の考古学の
定説から，机にしまってしまった先生，
のちに岩宿の話が伝わってきて，思い
出してあわてて調べた結果，旧石器時
代のものと判明，住職は大層悔しがり，
先生は平謝りだったそうです。（て
つ）	

	

コラム 

　　	水環境に関する情報！	
		―武蔵野線湧水～姿見の池―	
　先般、水環境研究所長飯田照男氏
の講話で、野川の水環境について、
日頃疑問に思っていた、「湧水と施
設」にかかわる興味深い話を聞く事
が出来ました。	
　下図の施設は、平成３年の新小平
駅が大量の地下水により、水没する
という事故対策として整備され、平
成１４年３月に完了し、水環境の改
善につながりました。	
　１０７本の集水菅が設置され、地
下水が抜き取られ、貯蔵タンクでポ
ンプアップし、平均して、日量１，
４００トンの水が、姿見の池を経由
して野川の源流に流れ込んでいます。	
　その結果、現在の清流が流れ小魚
が生息、池では、留鳥のカワセミ・
カルガモが、訪れる人を癒し、冬に
は、オシドリ・マガモ等多くの渡り
鳥がやってきます。樹木・湧水・野
鳥が"市民の憩いの場"を提供してい
ます。近年、日蔭山の散策路も整備
され、多くの親子連れが訪れていま
す。　(白木昭憲)	
　	

　　　　　　　　　訃報 
　当会の創業者で、前理事長の前
島征武氏が５月２３日入院先の病
院にて享年７６歳でご逝去されま
した。 
　謹んで故人の冥福をお祈りし、 
ご報告申し上げます。 



	

　勤務の仕事が建設関係であり、国家公
務員としての勤務であったため、自然現
象や災害現象については専門的理解と知
識が要請され、同分野の学識経験者、専
門家等との接触が多かった。この経験の
中から地震災害の実態と防災対策に付い
て、幾つかの教訓と、その現状を紹介し
てみたい。しかし、問題の全容は限られ
たものであり、全般的な内容では無いこ
とをご理解頂きたい。	
地震災害については、我が国ばかりでは
なく、海洋地殻の押しよせる日本海溝、
南米から北米大陸西部、インドネシア列
島南部などで頻発し、関係する国々の大
きな災害となっている。プレートテクト
ニクス理論による海洋底地殻の沈み込み
理論など、地震の発生機構は良くこの大
陸周辺等での地震発生を説明しているが、
地震予知のための情報は未だ確実に得ら
れていない。	
　我々の研究所は、首都圏直下の地震予
知の為に、最初は４カ所の深さ３０００
ｍにおよぶ深層の観測井による地震、傾
斜等の観測を始めたが、更に精度を上げ
るために、深さ２０００ｍ級の観測井を
２０カ所に渉って建設し、テレメーター
によるデータ収集を行った。更に、駿河
湾周辺の地震発生の可能性に関して、深
さ２００ｍ深度の地震観測施設を２０km
程度の観測点配置となるよう整備した。	
これを手始めに、各地の観測網を全国的
に配置し、関係各機関とも連携して、
データの交換を促進した。その数は１２
００点をこえている。観測の地震動は強
震計、高精度の波形、長周期地震動等の
地震波形、地殻の伸縮及び傾斜等が観測
され、各地震毎にその特徴が解析されて
いる。	
　国土地理院は宇宙からのGPSデータか
ら、地殻の変動量を解析し、測量結果と
も照合しており、地震による	

	

地殻変動を明らかにしている。	
最近は、東日本大震災後、沿岸海域部の
地震活動にも観測網を広げ、津波の発生
や地震発生の予知に役立てようと関係機
関が観測網の建設に努力している。	
　地震予知に関しては、専門家の間で確
実に公表することに疑問が生じており、
当分あまり明確には公表することは避け、
今後、何年間で確率的には何％位といっ
た表現とか、特殊な地殻活動を公表し、
一般に注意を喚起する方針に変わってき
ている。	
地震災害で、津波は東日本災害で明らか
なように、防災上は最も警戒すべきであ
り、其の遡上高さ、時間的な余裕も場所
により大きく異なり、何回も繰り返すこ
とから、海岸堤防の位置、天端高さに注
意する他、避難方法・時間にも検討が必
要である。その推定には今後更なる調
査・研究するべきことが多い。	
建造物の耐震性の確保も重要である。基
礎から上部構造に至る耐震性は最近大型
の耐震実験により解明されつつあるが、
それ等の成果を十分取り入れなければな
らない。	
地滑りや崩壊地の問題、軟弱地の基礎崩
壊や土地の不陸など、家屋新築の前提条
件を等閑にしないことも大切である。	
震災の地域の全貌を描くには、衛星の多
バンドの画像を、災害前後のものを併合
して使うと良い結果が得られる。1984年
の長野県西部地震による、御嶽山の崩壊
災害では、国産の衛星MOS-1のMESSRデー
タを使って、山頂から崩壊した土石流の
分布を精度良く地図上に描くことが出来
た。	
　土砂災害のみではなく、洪水氾濫災害、
火山噴火災害、火山の熱測定、海洋汚染
状況、海水面の熱測定、森林被害状況な
ど、災害あるいはそれに伴う植生被害等
の分布、検出等に有効に利用可能である。	

	

　　　　　　　伝	言	板	
　　　　	森の自然塾	
６月１７日(日)に行います。	
「葉っぱの勉強」と「草笛を
作って鳴らします」	
集合はX山に9時20分、雨天で
も行います。	
雨天の場合は受け付け後九小
に移動します。（上履き持参
ください）	
【エックス山で親子で草笛挑
戦、歓迎です】	

新年度の自然塾が始まりました　　	
　　　　  　森の自然塾	近江	吉郎	
　5月20日から新しいメンバーでスター
トしました。前年から続けての方3名、
国分寺市以外の方1名、を含め43名で、
そのうち1年生が14名です(32%)。市内で
は9つの小学校から参加がありました。
エックス山に始めて来たという人が随分
多く、市内全域から参加いただいている
印象です。	
　今回のテーマは「木の高さを測ってみ
よう」、「木の年齢を測ってみよう」。
「X山の自然を見つめよう」でした。高
さを測り、樹齢を推定しました。エック
ス山の中を散策し自分の気に入った草木
や関心のある草木を見つけ鉛筆で描きま
した。	
		私は一年生チーム担当でした。まだ
習っていいないレベルの算数の計算があ
りましたが一生懸命取り組んでいました。
高い木や年代ものの木を探したり、枯れ
てしまった木をみつけたり、自分だけの
木や草を見つけ写生し愛称も付けました。
初日でしたが準備体操やエックス山の歌
にも楽しく参加、ノリ良く打ち解けてく
れたと思っています。	
　多数の親子に参加いただきスタッフと
して不十分で反省点もありました。参加
者の声に耳を傾け、お父さんお母さんも
一緒に楽しめて、自然を満喫出来る時間
を一緒に過ごせたら良いなと思っていま
す。	

	

特別寄稿	

地震災害の問題点と対策　災害現地調査の現状と問題点	
　　　　　　　　　　　　　防災推進の街づくり仲間の会　植原　茂次	
	

	


